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●問題解決過程のモデル             ＊関連資料：Ｎｏ.1・Ｎｏ.10 

 

 

 

 

 
 

 

●解決過程に対応させたノート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●考えをつくる･考えをノートにかく手順 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                              ＜児童ノート例＞ 

 

Arithmetic Communication 【文責；山下昌茂】 

Ｎｏ.13  2012.9.25 

＊子どもに算数を創らせる「協定」 

【問題把握・見通し】 
○提示された問題場面の
構造を簡潔にメモする。 

【個人内解決】 
○式の意味等を（言語）で表現する。 
＜式の理由＞ 
２＋３＝５（２と３をあわせるから） 

＜答えの意味＞ 
２＋３＝５（全体の数） 

＜算数のアイディア＞ 
２＋３＝５（単位が等しいから数を足せる） 

説明の図
も要求する 

【解決のよさ追究】 
○１つの解決終了後に★シールを貼りながら
【これもできるかな；発展・活用】【これとに
てるよ；統合】【なぜかというと；根拠・数学
的思考】等の視点で主体的に追究させる。 

○上述の追究行為を算数科の関心・意欲・
態度ととらえ、タイムリーに評価しながら得
点を与える。そして、枠内に正の字で記録
する。 

【表現･処理方法を協定】 
○より、簡潔・明瞭な表
現・処理に決定する。 

関心・意欲・態度のポイント 

簡潔･明瞭･的確な表現処理の追究「もっと便利な方法は？･もっと簡単にできないか！･･･」 

問題把握・見通し 

 

個人内解決 

 

解決のよさ追究 表現・処理方法を「協定」 

 
獲
得
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最高の表現･処理方法を集団決定。 
「本当に・・・まとめて良いの？」 
「この表現･処理方法に責任を持つ。」 

この考え方・解決方法は、 
いつも使えてもっとも便利
で簡単な方法なのかな。 

自分なりに解決できた。 
一応の答えは出せた。 
ノートに考えが書けた。 

問いの意味は分かる。 
・・の方法が使えそう。 
・・くらいの答えになる。 

① 問題をよみ、その場面の数量関係を身体表現 
（ジェスチャー）する。 

② 解決に必要な情報のみで、問題構造を簡潔な 
図（メモ）で表現する。 

③ 図等を手がかりにして、式（考え方）をかく。 
④ 式の横に、その説明を言葉で書く。 
＊説明内容は、◇演算決定の背景（式の理由）  
 ◇答えの意味 ◇算数のアイディア の３点 

⑤ 他者に説明するための図をかく。 
⑥ 図や式（言葉）に説明する順番をつける。 
⑦ 番号順に全員に説明する。 

問題をよく読みなさい･よく考えなさいの指導では、子どもの鉛筆は動かない。 


